
8 月 31 日、当院やまなみホールにて主に地域の薬局様を対象とした第 24 回あづみ病院病薬連携懇話会を開催し、院

内外から 40 名の関係の皆様にご参加いただきました。 

今回は当院薬剤部からの話題提供としまして、①当院におけるがん免疫療法の紹介（免疫チェックポイント阻害薬を中

心に）、②処方疑義照会・トレーシングレポートの様式変更についてお話させていただきました。久しぶりに完全対面型

の会として開催いたしましたが、地域の薬剤師の先生方と多くの意見交換をすることができ、たいへん有意義な会となり

ました。 

次回開催は年明け頃の開催を予定しております。地域の薬剤師の先生方のご参加をお待ちしております。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

TEL（直通） 0261-61-1455  FAX（直通） 0261-61-1456 

E-mail renkei@azumi-ghp.jp  

受付時間 平日 8 時 30 分～17 時 00 分 土曜日 8 時 30 分～12 時 30 分 （診療日に限ります） 

※ 受付時間を過ぎますと電話は夜間休日窓口に転送されます 
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CCOONNTTEENNTTSS  

第第 6622 回回地地域域連連携携懇懇話話会会  

新新任任医医師師紹紹介介  

病病院院祭祭 22002233  

第第 2244 回回病病薬薬連連携携懇懇話話会会  

患者さんのご紹介等に関するお問い合わせ・ご要望は、地域医療連携課で承っております 

北アルプス医療センターあづみ病院 地域医療連携課 

病院理念 

質の高い医療と社会への貢献をとおし、地域の皆さまから信頼される病院を築きます。 

北北北アアアルルルプププススス医医医療療療セセセンンンタタターーーあああづづづみみみ病病病院院院   地地地域域域医医医療療療連連連携携携広広広報報報誌誌誌   

『オープンベッド（開放型病床）のご案内』  ≪大北医師会所属の病診連携登録医の先生方へ≫ 

当院では、2005 年より「開放型病院システム運営実施要綱」を定め、「オープンベッド（開放型病床）」の届出

をし、運用を行っております。大北医師会所属の登録医に対して、病院の施設・設備を開放し、地域医療連携課を通

して、あづみ病院の主治医と連絡を取りながら、共同して入院診察・検査・治療をすることができます。 

現在、利用可能な入院ベッドを 5 床ご用意しております。ご希望がありましたら、お気軽に地域医療連携課までご

用命、ご相談ください。 

2023 年 8 月 31 日 19：00 開催 

あづみ病院 7F やまなみホール 

話題提供１ 

当院におけるがん免疫療法の紹介（免疫ﾁｪｯｸﾎﾟｲﾝﾄ阻害薬を中心に） 

あづみ病院 窪田 和弘 薬剤部主任 

話題提供２ 

処方疑義照会・トレーシングレポートの様式変更について 

あづみ病院 松本 和子 副薬剤部長 

mailto:renkei@azumi-ghp.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

勝勝野野  麻麻里里  
（（  かかつつのの  ままりり  ））  

  

外外科科  

出身大学 

 専門医等 

 所属学会 

◆ 10 月より赴任いたしました、外科専攻医 3 年目の勝野麻里と申します。昨年 12 月に長女を出産し、育休を経て復職い

たしました。新天地での復職、育児との両立など、はじめてだらけの再出発となり、不安もありますが、1 年ぶりに医療に携

われることがとても楽しみです。夫も同じく当院の整形外科医の専攻医であり、2 人で育児を協力しながら、お互い医師とし

て成長できたらと思っています。至らない点も多々あるかと思いますが、よろしくお願いいたします。 

◆ 新潟大学（2019 年 3 月卒） 

◆ 日本外科学会 

◆ 日本臨床外科学会 

※ 2023 年 4 月１日着任、10 月 1 日育休明け

復職 

出身大学 

 専門医等 

 所属学会 

◆ 日本歯科大学（2020 年 3 月卒） 

◆ 日本口腔外科学会 

◆ 日本有病者歯科医療学会 
田田中中  章章太太郎郎  

（（  たたななかか  ししょょううたたろろうう  ））  
  

歯歯科科口口腔腔外外科科  

◆ 10 月より歯科口腔外科にて勤務いたします田中章太郎と申します。この度、篠ノ井総合病院より赴任してまいりました。
出身は新潟県で、長野に住み始めて３年が経ちます。趣味は学生時代に野球をしていたこともあり、野球観戦です。今年開催
された WBC にて大谷翔平選手のホームランを生で観ることができたことは生涯の自慢です。口腔外科医としてはまだまだ経
験も浅く研鑽の身ですが、地域医療に貢献できるよう精進いたしますのでご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。 

2023 年 10 月以降、当院へあらたに 2 名の医師が着任となりました。 

地域の医療に貢献できますよう、親切丁寧な医療の提供を心掛けてまいりますので、今後ともよろしくお願いいたします。 

11月9日に第62回あづみ病院地域連携懇話会を開催いたしました。コロナ禍前の対面形式での開催になった前回に引き続き、今

回も完全対面型の懇話会を開催し、病診連携登録医の先生方をはじめ、近隣の医療機関や消防関係の皆様など、院内外から41名の方

にご参加いただきました。 

会は座長である中村伸治地域医療連携委員長／こころのホスピタル事業部精神科部長のあいさつにはじまり、地域連携ディスカッシ

ョンとして当院地域医療連携課からのおしらせ等をさせていただきました。 

つづいて、当院呼吸器外科副部長の小野祥太郎医師による「肺外科手術の歴史的シフト－縮小手術としての区域切除術－」と題した

学術講演が行われました。はじめに、先生らしいユーモアを交えた自己紹介があり、つぎに先生が取り組まれたがん細胞と CAF（が

ん関連線維芽細胞）に関する研究のお話をしていただきました。つづいて早期肺癌に対する区域切除術について触れ、肺癌に対する標

準治療は長らく肺葉切除術であったが、近年の画像診断の進歩により早期肺癌の発見が多くなり、縮小手術があらためて検討されるよ

うになってきたことの解説がありました。また、縮小手術のなかでも区域切除術の有用性について、治療に係るエビデンスの紹介を交

えつつ、動画を用いたスライドで視覚的にもわかりやすく説明いただき、最後に原発性早期肺癌に対する PDT（光線力学的治療）に

ついて治療効果とリスクの説明をしていただきました。 

講演後は院内外の先生方より活発な質疑応答がなされ、たいへん有意義な懇話会となりました。 

個人的な感想にはなりますが、先生の自己紹介のなかで、趣味で大型バイクに乗っており、通勤にもよく利用されるそうで、そのお

かげでスピーディーに勤務先の大学病院へ駆けつけ、遅滞することなく診療にあたることができたという、バイクの有用性についての

お話を興味深く拝聴しました。 

新型コロナウィルス感染症は未だ感染者数が増減をくりかえし安定しない情勢でありますが、次回の地域連携懇話会も対面での開催

を予定しております。関係の皆様のご参加をお待ちしております。 （地域医療連携課 蜜澤正美） 

2023 年 11 月 9 日 開催 

あづみ病院 7F やまなみホール 

「肺外科手術の歴史的シフト －縮小手術としての区域切除術－」 

講師：北アルプス医療センターあづみ病院 

呼吸器外科 副部長 小野 祥太郎 医師 

4 年ぶりの病院祭を 10 月 22 日に開催し、およそ 1,600 名の皆さまにご来場いた

だきました。お天気にも恵まれ、会場はたいへん盛り上がりました。当院と地域の皆さ

まとのきずなを強く感じた一日となりました。 

第第第 666222 回回回   


